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分担研究報告書 

てんかんの地域診療連携体制推進のためのてんかん診療拠点病院運用ガイドラインに関する研究  

 

大阪府の拠点病院調査；てんかん診療ネットワークの整備 

 
 

研究分担者： 貴島晴彦  大阪大学大学院医学系研究科脳神経外科 

研究要旨 大阪府の拠点病院調査；てんかん診療ネットワークの整備 

大阪府のてんかん診療機関の診療ネットワークの作成、アンケートによる調査、問

題点の抽出、医療従事者や患者に教育啓蒙活動を行い、大阪府の拠点病院を中心と

したてんかん診療ネットワークを整備した。 

 

Ａ.研究目的  

大阪府の拠点病院調査；てんかん診療ネットワ

ークの整備 

てんかん診療拠点病院を中心とした大阪府のて

んかん診療機関の診療ネットワークの整備を目

的とした。 

 

Ｂ.研究方法 

患者団体、行政（大阪府）、保健所、てんか

ん診療を行う診療科の医師からなる協議会を設

定し研究方針を計画した。大阪府のてんかん診療

機関の診療ネットワークの整備を目的とし、教育

啓蒙活動、医療機関へのアンケート、ホームペー

ジの改訂を行った。 

 

 (倫理面への配慮) 

患者を対象とした調査は行っておらず、倫理

的問題はない 

 

Ｃ.研究結果 

1. 教育啓蒙活動としてセミナーを行った。

COVID-19 の影響が懸念されたため、多くのセ

ミナーで web 利用あるいは集合型との併用し

て行った。開催件数は例年どおりで、参加者

数も例年以上であるセミナーも多かった。医

師対象、患者対象、パラメディカル対象で計 9

回のセミナーを施行した。 

2. 治療の標準化・地域連携を推進するため、大

阪府下のてんかん診療ネットワーク（全国て

んかんセンター協議会）HP にリストアップさ

れている施設、大阪府医療計画のてんかん地

域連携拠点病院に指定されている施設および

その他てんかん診療クリニック等を中心とし

た 224 施設を対象に、アンケート調査を実施

した。質問内容は、てんかん診療体制、対応

できる合併疾患疾ならびに精神疾患、実施で

きる検査項目と治療、紹介情報に関すること、

てんかん診療の問題点などである。アンケー

ト回収率は 21.9％であった。回答施設の内訳

は、大阪市内と北摂が多く、南部は少ない傾

向にあった。 

3. これらをもとに、てんかん診療マップを作成

し、ホームページに掲載した。問題点として、

キャリーオーバーのこと、検査依頼のこと、

紹介時の情報提供のこと、紹介後の説明内容

や方針のこと、発達障害や精神疾患合併の紹

介のこと、外科的治療、診断・検査、服薬コ

ントロールを目的とする他機関や他県への紹

介が多いことなどがあげられた。これらを受

け、より実用的なてんかん診療施設マップを

作成するために、追加アンケート実施を検討

している。 

4. てんかん相談窓口を開設した。てんかん患者

あるいは家族のための相談窓口をホームペー

ジ上に設置し運用を開始した。設置した 9 月

以降、当初は２週間に１件、最近は週に１件

以上のペースで相談件数が推移している。回

答者は、大阪大学医学部附属病院てんかんセ

ンターに所属する医師であるが、今後は大阪

府の協議会にも依頼する予定である。内容と

しては、現在の治療内容に関する質問、医療

福祉サービスや受け入れ可能な病院の紹介等

に関する問い合わせが多い。 

5. 共通紹介状や情報銀行を利用について検討し

た。共通フォーマットを元に各施設に合う形

に修正した様式を使用しながら、HP にも案内



 

141 

を掲載し情報提供が必要な内容を紹介元のク

リニック等に周知していく。協議会委員が紹

介状とは別に作成している必要な項目をチェ

ックする計画書についても、今後協議会で審

議を行った上で活用していく予定である。情

報銀行については今後利用可能であるかどう

かを検討する。 

 

Ｄ.考察 

大阪府は僻地がなく、医療機関のアクセスＪは

比較的容易である。この点において、多くの他府

県と異なる。その為、本研究では、拠点病院の評

価を行うことより、医療機関の間の連絡を密にす

ることにより、必要に応じて患者自身が適切な医

療機関に移動できることのほうが、より患者に利

益があり、効率的なてんかん診療ができると考え

ている。その為、本年度はアンケートを行い、医

療機関のニーズを調査し、それに基づいたホーム

ページからの情報発信を行った。また、患者や医

療関係者にこの情報を伝達することやてんかん

の知識の向上を目指し、横断的に複数回のセミナ

ーを行った。また、患者の移動をより容易にする

ために診療情報の提供システムや情報銀行の活

用についても検討した。 

 

Ｅ.結論 

大阪府の特徴に基づいた、てんかん診療システ

ムの構築を模索し、開始した。 

 

Ｆ.健康危険情報 
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